
ホームページからも応募ができます。
http://www.city.ichikawa.lg.jp/cuI06/litera.html

応 募 箱
設置場所

文学ミュージアム 芳澤ガーデンギャラリー 行徳文化ホール I&I

※各施設、休館日にご注意下さい。

全 日 警 ホ ー ル 東山魁夷記念館 里 見 公 園

市川市文学ミュージアム
Ichikawa City Museum of Literature

〒272-0015 千葉県市川市鬼高1-1-4　市川市生涯学習センター（中央図書館）２階
 TEL 047-320-3334　FAX 047-320-3356　http://www.city.ichikawa.lg.jp/cuI06/litera.html
 主催　市川市　アクセス　●JR本八幡駅・下総中山駅から徒歩15分 ●都営新宿線本八幡駅から徒歩20分 ●京成
八幡駅から徒歩20分 ●京成鬼越駅から徒歩10分 ●京葉道路 京葉市川インター下車5分 ●市川市コミュニティバス

「現代産業科学館・メディアパーク」停留所よりすぐ（駐車場はありますが、できるだけ公共交通機関をご利用ください）

第
20
回
市
川
手
児
奈
文
学
賞

文
芸
風
土
豊
か
な「
市
川
」を
詠
ん
だ
短
歌・俳
句・川
柳・詩
を
全
国
か
ら
募
集
し
ま
す

【募集期間】

2019年2019年

6630㊐ ～30㊐ ～3030 10102㊌2㊌22

て

こ

な

詩歌講座と
文芸さんぽ 詩歌講座(短歌) 行徳文化ホールI&I　第１会議室　講師：清水麻利子先生

お申込は文学ミュージアムまでお電話ください(047-320-3334)　　定員になり次第締め切りとなります(受付開始日：7月6日(土)9時から)

●定員30名　●日時・場所：7月20日(土)10時から12時
文芸さんぽ おかね塚～常夜灯～行徳ふれあい伝承館

市川手児奈文学賞の選者による講座の後、市川案内人の会によるガイドで市内を歩いてめぐります。

市
川
を
詠
む

市
川
を
詠
む

詩
大賞作品

俳句
大賞作品

外
環
道

　

 

六
月
二
日
開
通
す

 

渡
り
始
め
は

　
　
　夏
つ
ば
め
二
羽

市
川
市
菅
野
　柴
田

　歌
子

秋
高
し

地
図
に
名
の
な
き

梨
街
道

市
川
市
大
野
町
　平
城

　静
代

川柳
大賞作品

百
歳
が我

が
一
族
の常

夜
灯

埼
玉
県
東
松
山
市
　松
下

　弘
美

継
橋
へ
行
こ
う 

東
京
都
杉
並
区
　中
村

　有
史

タ
イ
ト
ル
の
み
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。内
容
は
左
記
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.ichikaw

a.lg.jp/cul06/1111000273.htm
l

短歌
大賞作品



（
切
り
取
り
線
）

（切り取り線）

（事務局記入欄）

フリガナ

氏名

住所　〒

ペンネーム（希望者のみ）

都 道
府 県

市 区
町 村

電話　　　  （　　　　　）

年齢

※ 字は楷書でお書きください
※ 未発表の作品に限ります
※ この用紙には作品を一つご記入ください

応募用紙コピー可

歳

年
学校名 学年

フ
リ
ガ
ナ

作
品

第
20
回
市
川
手
児
奈
文
学
賞
応
募
用
紙

※

詩
部
門
は
作
品
名
を
記
入
し
、
作
品
別
添
と
す
る
。

（
応
募
部
門
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
）

短
歌 

・ 

俳
句 

・ 

川
柳 

・  

詩

（事務局記入欄）

フリガナ

氏名

住所　〒

ペンネーム（希望者のみ）

都 道
府 県

市 区
町 村

電話　　　  （　　　　　）

年齢

※ 字は楷書でお書きください
※ 未発表の作品に限ります
※ この用紙には作品を一つご記入ください

応募用紙コピー可

歳

年
学校名 学年

フ
リ
ガ
ナ

作
品

第
20
回
市
川
手
児
奈
文
学
賞
応
募
用
紙

※

詩
部
門
は
作
品
名
を
記
入
し
、
作
品
別
添
と
す
る
。

（
応
募
部
門
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
）

短
歌 

・ 

俳
句 

・ 

川
柳 

・  

詩

〒
二
七
二―

〇
〇
一
五
　千
葉
県
市
川
市
鬼
高
一―

一―

四
　市
川
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　二
階
　市
川
市
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　市
川
手
児
奈
文
学
賞
係

電
話
：
〇
四
七―

三
二
〇―

三
三
三
四

応募
・

お問い
合わせ

　市
川
は〈
葛
飾
の
真
間
の
手
児
奈
〉が
万
葉
集
に
詠
ま
れ
て
以
来
、
そ
の
む
か
し
か
ら
多
く
の

文
学
作
品
の
舞
台
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。文
芸
風
土
豊
か
な
市
川
を
詠
ん
だ
〈
短
歌
・
俳
句
・
川

柳
・
詩
〉を
全
国
か
ら
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品 

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
　

詩
　
の
四
部
門
。各
部
門
に
つ
き
一
人
五
点
ま
で
と
す
る
。

 

複
数
部
門
へ
の
応
募
可
。一
般
の
部
・
子
ど
も
の
部（
中
学
生
以
下
）

募
集
テ
ー
マ 

一
般
の
部
：「
二
〇
一
九
年
市
川
を
詠
む
」― 

市
川
の
自
然
、文
化
、祭
、史
跡
や

 

　
　
　
　
　
　
建
物
、市
川
ゆ
か
り
の
人
物
な
ど
を
題
材
と
す
る
。

 

子
ど
も
の
部
：「
自
由
題
」

応
募
規
定 
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
部
門

 
応
募
用
紙
又
は
ハ
ガ
キ
の
裏
面
に
左
記
の
必
要
事
項
・
作
品
を
明
記
。

 
た
だ
し
一
枚
に
つ
き
作
品
一
点
。

 

詩
部
門

 

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚
以
内
。原
稿
用
紙
に
楷
書
・
縦
書
き
、ワ
ー
プ
ロ
、パ
ソ

 

コ
ン
で
執
筆
し
、四
〇
〇
字
詰
換
算
枚
数
を
併
記
。作
品
の
右
肩
を
綴
じ
、作
品
と
は

 

別
に
左
記
の
必
要
事
項
を
明
記
し
た
も
の
を
添
え
る
。

 

必
要
事
項
　
①
応
募
部
門 

②
住
所 

③
氏
名（
ふ
り
が
な
） 

④
年
齢 

⑤
学
生
の
方

 

　
　
　
　
　
は
学
校
名
・
学
年 

⑥ 

電
話
番
号
　
⑦
ペ
ン
ネ
ー
ム（
希
望
者
の
み
）

 
※

応
募
に
際
し
て
は
黒
イ
ン
ク
の
筆
記
具（
消
え
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
不
可
）で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
※

応
募
作
品
は
未
発
表
の
自
作
作
品
と
し
ま
す
。ま
た
、次
に
該
当
し
た
場
合
は
、ご
応
募
頂
い
た
す
べ

 

　
て
の
作
品
を
無
効
と
し
、賞
の
発
表
後
で
も
入
賞
・
入
選
を
取
り
消
す
も
の
と
し
ま
す
。

 

　
・
二
重
投
稿
、ま
た
は
盗
作
、明
ら
か
な
類
似
作
品

 

　
・
応
募
者
名
を
複
数
使
用
し
た
応
募（
本
名
と
ペ
ン
ネ
ー
ム
な
ど
）

 

　
・
各
部
門
一
人
五
点
を
超
え
て
の
応
募

応
募
方
法 

郵
送
、ま
た
は
市
川
市
内
の
複
数
施
設（
表
面
参
照
）に
設
置
し
た
応
募
箱
へ
投
函
の
こ
と
。

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
可（http://www.city.ichikawa.lg.jp/cul06/litera.html

）

応
募
締
切 

令
和
元
年
一
〇
月
二
日（
水
）ま
で（
必
着
）

 

た
だ
し
学
校
等
団
体
で
の
ご
応
募
は
、九
月
十
八
日（
水
）ま
で

選

　
　者 

俳
句
　
能
村
研
三（
沖
主
宰
）　
　
　
　
　
　
短
歌
　
清
水
麻
利
子（
花
實
同
人
）

 

川
柳
　
南
澤
た
か
を（
川
柳
新
潮
社
同
人
）
　
詩
　
淵
上
熊
太
郎（
詩
人
）

賞（
一
般
の
部
） 

●
大
賞（
各
部
門
一
点
）賞
状
、賞
金
三
万
円
、作
品
集

 

●
秀
逸（
各
部
門
一
点
）賞
状
、賞
金
一
万
円
、作
品
集

 

●
佳
作（
各
部
門
三
点
）賞
状
、賞
金
三
千
円
、作
品
集

　（
子
ど
も
の
部
） 

●
大
賞（
各
部
門
一
点
）賞
状
、図
書
カ
ー
ド
五
千
円
、作
品
集

 

●
秀
逸（
各
部
門
一
点
）賞
状
、図
書
カ
ー
ド
三
千
円
、作
品
集

 

●
佳
作（
各
部
門
三
点
）賞
状
、図
書
カ
ー
ド
千
円
、作
品
集

 
 

一
般
の
部
・
子
ど
も
の
部
と
も
に
入
選（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
部
門
九
十
五
点
。詩
部
門
五
点
）

 
※

作
品
集
は
複
数
部
門
に
入
賞
・
入
選
さ
れ
た
方
も
お
一
人
様
一
冊
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

発

　
　表 

令
和
二
年
一
月（
予
定
）入
賞
入
選
者
の
み
に
文
書
で
通
知
。

贈

　賞

　式 

令
和
二
年
二
月
二
日（
日
）午
後
。前
後
に
作
品
展
も
開
催
予
定
。

作

　品

　集 

入
賞
入
選
作
品
を
作
品
集
に
ま
と
め
、刊
行
す
る
。

 
※

著
作
権
は
本
人
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。た
だ
し
広
報
・
展
示
等
あ
ら
ゆ
る
目
的
に
お
い
て
市
川

 

　
市
が
そ
の
作
品
を
使
用
す
る
場
合
、そ
の
使
用
を
承
諾
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

 
※

一
般
の
部
の
入
賞
作
品
は
市
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
者
名
を
掲
載
し
ま
す
。入
賞
入
選
作
品
に
つ
い
て

 

　
は
作
者
名
、住
所（
都
道
府
県
・
市
区
町
村
名
の
み
。市
内
在
住
者
は
町
名
ま
で
）、学
校
名
、学
年
を

 

　
表
示
し
、作
品
集
に
掲
載
し
ま
す
。

 
※

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。個
人
情
報
は
適
正
に
管
理
し
、本
文
学
賞
に
関
わ
る
こ
と
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん
。

主

　
　催 

市
川
市

市川手児奈文学賞第20回
応募作品

募集中


